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未来に向かって
心一つに



　

12
月
15
日
、
新
冠
中
学
校
体
育
館
で
３

年
生
を
対
象
と
し
た
『
中
学
校
版
町
政
懇

談
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
社
会
科
授
業
に
お
け

る
政
治
、
地
方
自
治
の
理
解
、
主
権
者
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

こ
の
日
は
、
３
年
生
56
名
か
ら
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
、
「
中
学
校
・
高
校
生

活
な
ど
に
関
す
る
事
項
」
、
「
観
光
施
策
に

関
す
る
事
項
」
、
「
産
業
に
関
す
る
事
項
」
、

「
地
域
ご
と
の
課
題
に
対
す
る
事
項
」
な

ど
、
中
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
斬
新
な

要
望
や
意
見
を

発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

鳴
海
町
長
は

生
徒
の
要
望
な

ど
に
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
答
え
、

最
後
に
町
長
か

ら
町
政
に
対
す

る
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
学
生
な
ら
で
は
の

斬
新
な

提
言

町
長
が

一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に

回
答

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
令
和
３
年
12
月

１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

を
「
ス
ポ
ー
ツ
月
間
」
と
位
置
付
け
、
町

民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
促
進
を
図
る

目
的
で
各
種
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
21
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
が
開
か
れ
、
中
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
14
名
が
参
加
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
「
雪
合
戦

大
会
」
が
開
か
れ
、
子
ど
も
の
部
６
チ
ー

ム
、
中
学
生
以
上
の
部
４
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

ス
ポ
ー
ツ
月
間
で

健
康
・
体
力
づ
く
り

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１

　

12
月
11
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
、
市
民
劇
団
ど
・
こ
～
れ
新

冠
の
第
24
回
定
期
公
演
「
死
神

ペ
ド
ロ
２
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
ケ

イ
マ
フ
リ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
演
は
、「
死
神
ペ
ド

ロ
」
の
続
編
で
余
命
わ
ず
か
な
人

間
の
女
の
子
に
、
死
神
ペ
ド
ロ
が

恋
を
し
、
感
動
の
展
開
に
発
展
。

　

劇
団
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
歌
や

ダ
ン
ス
な
ど
、
最
後
ま
で
力
い
っ

ぱ
い
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

市
民
劇
団
ど
・
こ
～
れ
新
冠　

定
期
公
演

笑
い
と
感
動
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
！

　

12
月
11
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

が
行
わ
れ
、
約
80
名
の
親
子
連

れ
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ピ
エ
ロ
の
衣
装
で
登
場
し
た

二
人
は
、
輪
投
げ
や
バ
ル
ー
ン

芸
な
ど
、
息
の
合
っ
た
コ
ミ
カ

ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
次
々

に
披
露
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

を
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
芸
に
参
加

さ
せ
る
な
ど
、
ド
キ
ド
キ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

児
童
館
特
別
事
業

双
子
パ
フ
ォ
ー
マ
ー　

Ｐ
Ｌ
ｕ
ｔ
ｏ

　

12
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、

新
冠
・
朝
日
小
学
校
６
年
生
の
児

童
が
福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
高

齢
者
疑
似
体
験
と
車
い
す
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
、
高
齢

者
疑
似
体
験
で
は
、
手
足
に
重
り

を
装
着
す
る
な
ど
、
制
限
の
あ
る

中
で
の
動
作
を
体
験
し
、
車
い
す

体
験
で
は
、
車
椅
い
す
の
操
作
方

法
や
介
助
者
側
の
声
掛
け
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

新
冠
・
朝
日
小
学
校
総
合
学
習

高
齢
者
疑
似
体
験
と
車
い
す
体
験

　

12
月
15
日
、「
歳
末
防
犯
運

動
出
陣
式
」
が
役
場
ロ
ビ
ー
で

開
か
れ
、
関
係
者
26
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
冠
町

防
犯
協
会
、
新
冠
町
と
静
内
警

察
署
が
協
力
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
事
故
や
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
安
心
で
安

全
な
町
を
目
指
し
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
出
陣
式
後
に
は
、

各
担
当
地
区
に
分
か
れ
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

歳
末
の
事
故
や
事
件
防
止
に
向
け

歳
末
防
犯
運
動
出
陣
式

　

12
月
16
日
、
新
冠
郷
土
文
化

研
究
会
は
、
開
町
１
４
０
年
町

制
施
行
60
年
を
記
念
し
、
新
冠

の
歴
史
を
ま
と
め
た
写
真
集
を

発
刊
し
ま
し
た
。

　

そ
の
発
刊
に
併
せ
、
町
教
育

委
員
会
は
、
12
月
22
日
～
１
月

21
日
の
間
、郷
土
資
料
館
で
『
写

真
が
語
る
思
い
出
の
新
冠
』
特

別
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、
懐
か
し
の
市
街

地
、
思
い
出
の
行
事
な
ど
、
計
63

枚
の
写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

な
つ
か
し
の

写
真
か
ら

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

特
別
展

『
写
真
が
語
る
思
い
出
の
新
冠
』

　

12
月
23
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
主

催
の
「
寄
せ
植
え
教
室
」
が
昼
と

夜
の
２
部
構
成
に
よ
り
行
わ
れ
、

計
51
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
新
冠
生
花
店
の
伹
野
社
長
が

講
師
と
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

花
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
、
色
鮮

や
か
な
６
種
類
の
草
花
が
用
意

さ
れ
、
参
加
者
は
お
互
い
に
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
寄
せ
植
え

づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
主
催

毎
年
の

人
気
行
事
「
寄
せ

植
え

教
室
」

　

12
月
27
日
、
町
共
同
募
金
委

員
会
鎌
田
盛
行
会
長
よ
り
社
会

福
祉
法
人
新
冠
ほ
く
と
園
湯
沼

博
理
事
長
へ
、
義
援
金
11
万
円

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
般
社
団
法
人
室

蘭
建
設
業
協
会
と
日
高
建
設
協

会
か
ら
町
共
同
募
金
委
員
会
へ

毎
年
寄
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

湯
沼
理
事
長
は
、「
年
明
け
の
新

年
会
な
ど
の
行
事
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金

町
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
新
冠
ほ
く
と
園
へ

　

１
月
７
日
、
氷
川
神
社
で
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
主
催
の

「
交
通
安
全
祈
願
祭
」
が
開
か

れ
、
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の

ほ
か
、
静
内
警
察
な
ど
の
関
係

者
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
町
内
で
の
悲

惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た

め
、
改
め
て
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
や
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守

な
ど
、
事
故
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
確
認
し
、
お

祓
い
を
受
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
撲
滅
を
祈
願

交
通
安
全
祈
願
祭
の
開
催
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１
月
29
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
ふ
る
さ

と
・
発
見
講
座
「
写
真
が
語
る
思
い
出
の

新
冠
学
習
会
」
が
開
か
れ
、
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
冠
郷
土
文
化
研
究
会
が

開
町
１
４
０
年
・
町
制
施
行
60
年
を
記
念

し
、
新
冠
に
に
ま
つ
わ
る
古
い
写
真
を
収

録
し
た
「
写
真
集
」

を
発
刊
し
た
た
め
、

同
研
究
会
の
乾
会

長
と
大
下
会
員
が
、

そ
の
写
真
集
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
写

真
の
知
ら
れ
ざ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
逸

話
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

明
治
～
昭
和
時
代
の

新
冠
の
歴
史
を
写
真
で
紹
介

その2
　

１
月
９
日
、
レ
・

コ
ー
ド
館
シ
ア
タ
ー

で
新
冠
町
教
育
賞
・
教

育
奨
励
賞
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
教
育
賞
４

名
、
教
育
奨
励
賞
４

名
、
３
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
奥
村

尚
久
教
育
長
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
表
彰

盾
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
教
育
賞
を

受
賞
さ
れ
た
三
宅
理

恵
さ
ん
か
ら
挨
拶
が

あ
り
「
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、

関
係
各
位
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
の
賜
物
と

感
謝
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
更
に
研

鑽
を
積
み
、
ふ
る
さ

と
新
冠
の
魅
力
を
高

め
る
一
助
と
な
れ
る

よ
う
今
後
も
努
力
し

て
い
き
ま
す
。」
と
受

賞
へ
の
思
い
と
、
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

新
冠
町
教
育
賞

教
育
賞

竹
島　

正
男
さ
ん

（
新
ひ
だ
か
町
静
内
こ
う
せ
い
町
）

平
成
４
年
か
ら
新
冠
書
院
講
師
と
し

て
、
長
年
に
亘
り
芸
能
芸
術
文
化
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
、
当
町
に
お
け
る
社
会

教
育
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

三
宅　

理
恵
さ
ん
（
字
本
町
）

平
成
18
年
か
ら
新
冠
町
青
年
団
体
協

議
会
役
員
と
し
て
、
長
年
に
亘
り
青

年
活
動
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
当
町

に
お
け
る
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
文
化
賞

出
井　

隆
介
さ
ん
（
字
中
央
町
）

第
30
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展

個
人
の
部　

準
大
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

小
守　

優
仁
さ
ん
（
字
中
央
町
）

令
和
３
年
度
第
16
回
北
海
道
高
等
学

校
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
兼
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
北

海
道
予
選
会

Ｋ-

１　

５
０
０
ｍ　

優
勝

新
冠
町
教
育
奨
励
賞

芸
術
文
化
奨
励
賞

五
十
嵐　

遼
さ
ん
（
字
中
央
町
）

第
37
回
日
高
管
内
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

最
優
秀
賞

土
井　

木
葉
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

第
38
回
北
海
道
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
校
吹
奏
楽
局

Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
の
一
員
と
し
て

金
賞
及
び
会
長
賞

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

令
和
３
年
度
第
66
回
北
海
道
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
日
胆
地
区
予
選

中
学
校
Ｃ
編
成
の
部　

金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

山
内　

蒼
空
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

渡
辺　

琉
加
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

令
和
３
年
度
全
日
高
卓
球
選
手
権
大
会

カ
デ
ッ
ト
の
部
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

新
冠
中
学
校
男
子
卓
球
部

令
和
３
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
卓
球
大
会

男
子
団
体
戦　

優
勝

新
冠
中
学
校
女
子
卓
球
部

令
和
３
年
度
北
海
道
中
学
校
選
抜

卓
球
大
会
日
高
地
区
予
選
会

女
子
団
体
戦　

優
勝

受賞者を代表し挨拶する
三宅　理恵さん

　

１
月
13
日
・
15
日
の
２
日
間
、

図
書
プ
ラ
ザ
で
、
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
こ
ど
も
一
日
司

書
体
験
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の

小
学
４
・
５
年
生
の
児
童
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で

の
貸
出
、
返
却
業
務
や
知
り
た

い
情
報
が
載
っ
て
い
る
本
を
探

す
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
な
ど
を

体
験
し
、
丁
寧
な
接
客
で
慣
れ

な
い
立
ち
仕
事
も
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

小
学
生
６
名
が

一
日
図
書
館
司
書
体
験

図
書
館
の
し
く
み
や

便
利
な

利
用
方
法
学
ぶ

　

町
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

１
月
19
日
か
ら
75
歳
以
上
、
20

日
午
後
か
ら
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
予

約
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
よ
り
、
町
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

順
次
行
わ
れ
、
１
月
31
日
ま
で

に
65
歳
以
上
の
約
７
０
０
名
の

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完

了
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の

予
約
・
接
種
は
じ
ま
る

　

１
月
19
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
新
冠
町
商
工

会
主
催
の
『
セ
ー
ル
・
ザ
・
に

い
か
っ
ぷ
抽
選
会
』
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

抽
選
は
、
年
末
に
町
内
の
参

加
店
で
１
万
円
分
の
買
い
物
を

す
る
と
１
回
抽
選
で
き
る
仕
組

み
で
、
特
賞
は
現
金
５
万
円
が

５
本
で
、
総
額
75
万
円
分
、
合

計
85
本
が
厳
正
な
抽
選
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ー
ル
・
ザ
・
に
い
か
っ
ぷ
抽
選
会

特
賞
は
現
金
５
万
円

　

１
月
16
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
ル
ノ
ー
ル
バ
レ
エ
グ
ル
ー

プ
お
さ
ら
い
会
」
が
開
か
れ
、

１
９
６
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ル
ノ
ー
ル
は
、
新
冠
、
新
ひ

だ
か
、
浦
河
の
３
町
の
子
供
た

ち
が
所
属
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
サ
ー
ク
ル
で
３
歳
か
ら
中

学
３
年
生
の
29
名
が
在
籍
。

　

こ
の
日
は
、
計
19
演
目
を
ソ

ロ
や
グ
ル
ー
プ
で
披
露
し
、
華

麗
な
演
技
に
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の

発
表
会
で

華
麗
な

演
技
を

披
露

「
ル
ノ
ー
ル
お
さ
ら
い
会
」
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令
和
３
年
11
月
15
日
～
18
日
及
び
25

日
の
５
日
間
に
各
自
治
会
、
11
月
24
日

に
新
冠
町
女
性
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
、

29
日
に
は
、
新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会

議
と
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
は
、
仕
事
な
ど
で
多
忙
に

も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で
は
、
各
会

場
で
特
に
質
問
の
多
か
っ
た
「
道
の

駅
」・「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
線
路
」・「
学
校

の
統
廃
合
」・「
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
」
に
関
す
る
質
疑
と
、
そ
の
他
、

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
質
疑
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

道
の
駅
に
関
す
る
こ
と

質
問　

日
高
自
動
車
道
新
冠
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
開
通
に
併
せ
、
道
の
駅
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
と

思
う
が
、
進
捗
状
況
を
教
え
て
ほ

し
い
。

回
答　

新
冠
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
開
通

は
令
和
７
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
こ
に
併
せ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
現

在
、
検
討
会
議
で
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
駐
車
場
含
）
の
概
要
を
構

築
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
事
業
費
の
積
算
、
財
源
な

ど
の
協
議
を
残
し
て
い
て
い
る
の

で
、
全
容
の
説
明
は
、
そ
れ
ら
協

議
を
終
え
て
か
ら
説
明
す
る
。

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
線
路
に
関
す
る
こ
と

質
問　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
線
路
の
活
用

方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。

回
答　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
間
で

鉄
路
撤
去
費
用
と
地
価
評
価
額
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
協
議
結
果

に
よ
り
譲
渡
区
間
が
確
定
す
る
こ

と
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
協

議
終
結
に
向
け
全
力
を
注
い
で
い

る
。
鉄
路
跡
地
の
活
用
に
係
る
協
議

は
、譲
渡
区
間
を
確
定
さ
せ
て
か
ら
、

今
後
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

学
校
の
統
廃
合
に
関
す
る
こ
と

質
問　

教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
い

た
「
小
学
校
統
合
計
画
説
明
会
」

の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

回
答　

朝
日
小
学
校
を
令
和
６
年
４

月
１
日
に
新
冠
小
学
校
へ
統
合
す

る
と
い
う
こ
と
で
町
の
方
針
を
持

ち
説
明
し
た
。

　
　

今
後
は
、
統
合
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
バ
ス
の
運
行
・
教
育

課
程
な
ど
、
検
討
・
協
議
し
て
い
く
。

質
問　

小
学
校
統
合
後
、
学
校
か
ら

遠
い
地
域
の
児
童
が
通
学
す
る
際
、

バ
ス
の
乗
車
時
間
が
長
く
な
り
負

担
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答　

通
学
す
る
児
童
の
自
宅
か
ら

の
出
発
時
間
を
変
更
せ
ず
に
調
整

し
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５
分
～
10
分
、
学
校
到
着
時
間
が

遅
れ
る
場
合
は
、
学
校
の
始
業
時

間
を
遅
ら
せ
る
な
ど
の
対
応
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
で
き
る
限
り

効
率
の
良
い
経
路
と
す
る
こ
と
や
、

添
乗
員
を
配
置
し
て
具
合
が
悪
い

児
童
な
ど
の
対
応
も
考
え
て
い
る
。

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

関
す
る
こ
と

要
望　

光
回
線
が
町
内
全
域
で
利
用

可
能
と
な
り
、
そ
の
利
活
用
と
し

て
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

を
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

現
在
、
議
会
で
は
、
通
信
技

術
や
通
信
環
境
な
ど
の
整
備
に
伴

い
、「
議
会
あ
り
方
協
議
特
別
委
員

会
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を

協
議
・
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
た
め
、
そ
の
協
議
結
果
を
待

ち
た
い
。

太
陽
開
拓
婦
人
ホ
ー
ム

（
美
宇
・
太
陽
・
新
和
・
里
平
地
区
）

『
西
泊
津
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
』

質
問　

芝
の
管
理
な
ど
、
と
て
も
良
く

な
っ
て
お
り
感
謝
し
て
い
る
。
そ
の

反
面
、
年
々
、
利
用
者
が
減
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
今
後
の

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

回
答　

西
泊
津
に
「
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ

シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
」
が
移
転
し
た
こ

と
で
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
、
温
泉
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
と
い
っ
た
主
要
な
観
光

施
設
が
こ
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
た
こ

と
で
、
町
外
か
ら
の
利
用
は
増
え
る

と
期
待
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
温
泉
や
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
運

営
会
社
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利

用
者
が
増
え
る
よ
う
な
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
高
江
・
朝
日
地
区
）

『
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
の

利
活
用
に
つ
い
て
』

要
望　

西
泊
津
に
移
転
し
、
新
設
さ
れ

た
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
は
、
乗
馬

を
す
る
方
々
に
と
っ
て
す
ご
く
環
境

が
良
く
な
っ
た
と
思
う
。

　
　

牧
場
（
軽
種
馬
）
で
働
く
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
高
校
生
や

大
学
生
を
対
象
に
研
修
や
合
宿
な
ど

で
利
用
で
き
る
よ
う
な
方
策
の
検
討

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

回
答　

西
泊
津
に
移
転
し
た
こ
と
で
、

新
冠
温
泉
の
距
離
も
近
く
な
り
、
両

施
設
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
の
検
討

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
つ
い

て
、
両
社
の
連
携
が
展
望
し
や
す
く

な
っ
た
の
で
、
積
極
的
に
観
光
と
い

う
視
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

合
宿
な
ど
に
つ
い
て
は
、
乗
馬
と

温
泉
で
の
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
当
町
の
魅
力

に
も
繋
が
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
も
含
め
て
、
今
後
、
検
討
し

て
い
く
。

万
世
生
活
セ
ン
タ
ー

（
大
富
・
万
世
・
明
和
地
区
）

『
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
水
道
工
事
に
つ
い
て
』

質
問　

食
肉
セ
ン
タ
ー
が
井
戸
を
掘
る

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
場
所
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

回
答　

大
富
に
あ
る
町
の
水
源
地
付
近

に
、
町
と
は
別
に
食
肉
セ
ン
タ
ー
で

井
戸
を
掘
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
の
水
源
へ
の
影
響
は
、
調
査
の
結

果
、
影
響
は
無
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

水
位
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
町
と
し

て
も
注
視
し
て
い
く
。

節
婦
生
活
館
（
節
婦
地
区
）

『
空
家
対
策
に
つ
い
て
』

質
問　

荒
廃
し
た
空
家
に
つ
い
て
、
持
ち

主
の
方
の
資
力
が
尽
き
る
な
ど
、
解
体

で
き
な
い
場
合
も
多
く
、
放
置
さ
れ
て

い
る
。
個
人
の
責
任
と
い
う
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る

と
周
り
へ
の
被
害
が
増
え
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
荒
廃
し
た
空
家
に

対
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
、
見
解
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

回
答　

町
で
は
、
町
内
全
域
の
空
家
を

調
査
し
、
危
険
度
を
ラ
ン
ク
付
け
し
、

台
帳
を
持
ち
管
理
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
一
番
危
険
度
が
高
い
と
さ
れ

る
「
特
定
空
家
」
は
、
現
在
、
無
い

と
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
周
囲

に
不
安
を
与
え
て
い
る
物
件
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
町
民
生
活
課

へ
調
査
す
る
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　

町
は
、
空
家
を
解
体
す
る
際
に
か

か
る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

補
助
率
は
２
分
の
１
で
上
限
が
50
万

円
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
、
対
応

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
町
民

生
活
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

『
旧
に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ

（
節
婦
）
に
つ
い
て
』

質
問　

節
婦
に
あ
る
「
旧
に
い
か
っ
ぷ

ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
」
は
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
予
定
か
。

回
答　

施
設
は
い
ず
れ
取
り
壊
す
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
敷
地
が
日
高
軽
種

馬
共
同
育
成
公
社
の
土
地
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
更
地
に
し
た
後
、
返
還

す
る
こ
と
に
な
る
。
更
地
に
す
る
の

は
、
日
高
自
動
車
道
新
冠
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
が
、
令
和
7
年
度
に
開
通
す
る

予
定
な
の
で
、
そ
れ
を
見
据
え
た
中

で
進
め
て
い
く
。

共
栄
生
活
館
（
共
栄
・
東
川
地
区
）

『
恵
寿
荘
の
今
後
に
つ
い
て
』

質
問　

今
後
、
恵
寿
荘
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
予
定
か
。

回
答　

ま
ず
は
、
特
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
国
保
診
療
所
を
早
期
に
改
築

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
恵
寿
荘
に

つ
い
て
は
、
鉄
骨
で
で
き
て
い
る
た

め
、
耐
用
年
数
で
考
え
る
と
ま
だ
利

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
各
種
公
共
施
設
の
改
修
・
改
築

ニ
ー
ズ
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
が
、

財
力
を
鑑
み
慎
重
に
判
断
す
る
た

め
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
・

検
討
を
進
め
て
い
く
。

令和３年度

町政懇談会開催報告

令和６年４月１日に新冠小学校へ

統合が予定される朝日小学校
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レ
・
コ
ー
ド
館

（
北
星
町
・
東
町
・
夕
日
ヶ
丘

レ
・
コ
ー
ド
の
森
地
区
）

『
個
別
避
難
計
画
の
作
成

（
北
星
町
）
に
つ
い
て
』

要
望　

高
齢
者
の
単
身
世
帯
を
対
象
に

災
害
時
の
避
難
方
法
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
平
均
年

齢
は
79
・
５
歳
で
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

を
見
る
と
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成

に
関
し
て
、
自
治
会
で
は
す
ご
く
難

し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。
他
町

の
自
治
会
長
や
社
会
福
祉
協
議
会
に

も
聞
い
た
が
同
じ
よ
う
に
厳
し
い
現

状
だ
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
自

治
会
と
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
、

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　

※
個
別
避
難
計
画
と
は

　
　

災
害
時
に
迅
速
に
か
つ
適
切
な
避

難
を
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

の
計
画
を
た
て
て
お
く
も
の
で
、
令

和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
の
作

成
が
努
力
義
務
と
な
っ
た

回
答　

町
と
し
て
も
北
星
自
治
会
で
行

う
こ
と
を
先
進
事
例
と
し
て
共
有
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
行
政
も
そ
の
中
に
入
り
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
を
示
せ
ば
良
い
の

か
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

泉
生
活
館

（
若
園
・
新
栄
・
泉
・
岩
清
水
地
区
）

『
泉
の
墓
地
の
道
路
に
つ
い
て
』

要
望　

泉
の
墓
地
に
行
く
道
路
が
傷
ん

で
い
る
た
め
、
補
修
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

町
民
生
活
課
が
管
理
し
て
い
る

の
で
、
現
地
確
認
さ
せ
対
応
す
る
。

　

※
令
和
４
年
度
に
補
修
予
定

本
町
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

（
中
央
町
・
本
町
地
区
）

『
判
官
館
の
整
備
に
つ
い
て
』

要
望　

判
官
館
の
遊
歩
道
や
階
段
な
ど

が
老
朽
化
に
よ
り
、
道
が
悪
い
と
こ

ろ
な
ど
が
あ
る
の
で
、
整
備
し
て
ほ

し
い
。

回
答　

現
状
を
確
認
し
、
危
険
な
箇
所

に
つ
い
て
、
早
急
に
対
応
す
る
。

　
　

現
在
、
判
官
館
は
多
機
能
型
交
流

施
設
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
今
後

利
用
者
が
増
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
し
っ
か
り
整
備
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
施
策
な
ど
の
整
備
事
業
を
見

据
え
た
中
で
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

緑
丘
生
活
セ
ン
タ
ー

（
緑
丘
・
古
岸
地
区
）

『
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
に
つ
い
て
』

要
望　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
食
害
が
ひ
ど
い

の
で
、
対
策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
北
海
道
で
は

一
部
地
域
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
域
に
生

息
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
各
自
治
体

は
猟
友
会
に
依
頼
を
す
る
な
ど
、
駆

除
対
策
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
生
息
数
の
増
加
に
歯
止
め
を
掛

け
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
被
害

を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
各
農
業
者
の

皆
さ
ん
に
も
自
己
防
衛
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
当
町
で
は
、
箱
罠
の
設

置
に
必
要
な
ワ
ナ
免
許
の
取
得
費
用

を
全
額
補
助
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

箱
罠
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
産
業
課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

泊
津
生
活
館（

西
泊
津
・
東
泊
津
地
区
）

『
自
治
会
活
動
に
つ
い
て
』

質
問　

年
々
、
若
い
方
が
居
な
く
な
り

自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
方
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
数
年
後
に
は

自
治
会
の
運
営
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安

に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し

今
後
、
町
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
予
定
か
。

回
答　

町
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
各

地
域
に
地
域
担
当
職
員
を
配
置
し
て

い
る
。
地
域
の
問
題
・
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
地
域
担
当
職
員
を
配
置

し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
自
治
会
活

動
や
運
営
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

遠
慮
な
く
地
域
担
当
職
員
に
伝
え
て

て
ほ
し
い
。

『
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
水
道
工
事
に
つ
い
て
』

要
望　

西
泊
津
で
食
肉
セ
ン
タ
ー
水
道
工

事
の
測
量
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
工
事

の
詳
細
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
馬
が
多
い
地
区
な
の
で
、
仕
事
の

支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
対
応

し
て
ほ
し
い
。

回
答　

食
肉
セ
ン
タ
ー
の
工
場
を
増
設

す
る
計
画
が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
よ

り
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
る
地
域
へ
の

説
明
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
、
工
事
の
実
施
と
な

る
と
交
通
量
が
多
く
な
る
の
で
、
同

セ
ン
タ
ー
と
の
協
議
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
安
全
対

策
を
十
分
に
講
じ
て
進
め
て
い
く
。

『
不
法
投
棄
に
つ
い
て
』

要
望　

以
前
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
、

町
で
看
板
を
建
て
て
も
ら
う
な
ど
、

対
応
し
て
も
ら
っ
た
が
、
一
向
に
不

法
投
棄
が
減
ら
な
い
。

回
答　

担
当
課
で
あ
る
町
民
生
活
課
に

伝
え
対
応
す
る
。
当
課
で
は
、
不
法

投
棄
が
な
い
か
定
期
的
に
町
内
を
巡

回
し
て
い
る
が
、
確
認
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
遠
慮
な
く
連
絡
し

て
ほ
し
い
。

大
狩
部
生
活
セ
ン
タ
ー（

大
狩
部
地
区
）

『
除
雪
に
つ
い
て
』

要
望　

国
道
と
大
狩
部
環
状
線
の
交
差

点
付
近
の
除
雪
の
際
、
雪
が
残
り
出

入
り
す
る
際
に
支
障
が
あ
る
の
で
、

管
理
者
と
業
者
間
で
調
整
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

回
答　

現
地
を
確
認
し
、
国
道
の
道
路

管
理
者
で
あ
る
開
発
浦
河
道
路
事
務

所
へ
連
絡
し
対
応
を
検
討
す
る
。

　

※
開
発
浦
河
道
路
事
務
所
と
町
で
お

互
い
の
業
者
に
除
雪
の
際
、
注
意
し

な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
で
協
議
済

新
冠
町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議

『
新
冠
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
開
通
に
伴
う

環
境
整
備
に
つ
い
て
』

要
望　

新
冠
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
開
通
後
、

日
高
自
動
車
道
か
ら
新
冠
の
街
を
見

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
き
れ
い
な
街

並
み
が
眺
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
が
、
国
道
の
車
道
と
歩
道
の

間
に
雑
草
が
た
く
さ
ん
生
え
て
お

り
、
見
栄
え
が
悪
い
の
で
、
改
善
し

て
ほ
し
い
。

回
答　

国
道
の
管
理
は
基
本
的
に
国
が

行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
他
市

町
村
で
町
民
の
方
が
き
れ
い
に
し
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
。
今
後
、
国
に

も
要
望
す
る
が
、
町
内
で
も
協
力
し

て
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
な
方
法
も

検
討
し
て
い
く
。

『
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
の

事
業
に
つ
い
て
』

要
望　

町
は
、
子
育
て
世
代
、
高
齢
者

世
代
へ
の
支
援
が
手
厚
い
一
方
で
、

40
～
60
代
の
女
性
層
へ
の
支
援
体
制

が
充
実
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
財

政
的
な
支
援
で
は
な
く
、
女
性
が
外

に
出
て
交
流
で
き
る
場
面
や
機
会
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
女
性
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
の
活
動
が
女
性
の
方
々

に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
事
業
を
行
っ

て
も
人
数
が
集
ま
ら
な
い
の
が
活
動

を
し
て
い
て
の
悩
み
で
あ
る
。

回
答　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
初
め
て
懇

談
会
を
開
き
、
女
性
の
目
線
か
ら
ご

意
見
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。

　
　

女
性
が
参
加
で
き
る
事
業
、
外
出
機

会
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
体
的

に
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
女
性
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
の
事
業
に
多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う
行
政
と
し
て
も
協
力
し

た
い
。
ま
た
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
・
提
言
な

ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力
も
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議

『
青
年
団
体
と
役
場
職
員
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
』

要
望　

以
前
、
受
け
た
講
演
で
団
塊
の

世
代
ジ
ュ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る
30
代
・

40
代
以
降
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
年
代
が
我
が
町
の
事
を

考
え
る
こ
と
を
放
棄
す
る
と
自
分
た

ち
の
町
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
危
機
感
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
青
年
団
体
や
役
場
職

員
の
若
い
方
々
と
で
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
て
論
議
す
る
交
流
の
場
が
あ
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
連
絡
会
議

と
し
て
携
わ
っ
て
い
く
中
で
、
社
会

教
育
課
の
同
じ
世
代
の
方
と
共
に
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
町
に
対
す
る
熱

い
思
い
を
感
じ
た
。
そ
う
い
っ
た
方
々

や
役
場
職
員
の
若
い
方
々
と
交
流
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
も
積
極

的
に
参
加
・
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
若
い
方
々

が
自
分
た
ち
で
こ
の
町
を
担
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、そ
の
方
向
性
に
向
か
っ
て
、

当
町
の
未
来
に
繋
が
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
、

そ
の
際
は
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

『
宅
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
』

質
問　

家
を
新
築
で
建
て
、
町
の
補
助

制
度
を
利
用
で
き
と
て
も
助
か
っ

た
。
し
か
し
、
何
が
一
番
困
っ
た
か

と
い
う
と
、
家
を
建
て
る
土
地
が
少

な
く
探
す
の
に
苦
労
し
た
。
知
人
も

家
を
建
て
た
い
と
言
っ
て
い
る
方
が

居
る
が
、
土
地
が
無
く
困
っ
て
い
る
。

「
レ
・
コ
ー
ド
の
森
」
の
よ
う
に
新

た
に
分
譲
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

回
答　

現
在
、
分
譲
で
き
る
町
有
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
、
今
後
、
検
討
・
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
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役 場 か ら の お 知 ら せ
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マザーリーフの申請はお済みですか？
　町では不妊・不育症治療を受けている方の経済

的負担の軽減を目的に、検査・治療費の一部助成

事業を実施しています。

　申請は原則、検査・治療を行っ

た年度内に行ってください。今

年度検査・治療分の申請は令和

４年３月 31 日までとなってい

ますので、まだ申請をされてい

ない方は、忘れずに申請してく

ださい。

≪助成内容≫

〇特定不妊治療（顕微授精・体外受精）

　北海道で実施している「特定不妊治療費用助成」

に上乗せし、１回当たり 15万円・通算 150万円を

限度に助成します。

〇人工授精

　１年度当たり５万円を限度に通算２年まで助成し

ます。

※上記の治療内で男性不妊手術を行った場合、そ

の手術費用についても助成の対象となります。

〇不育症治療

　北海道で実施している「不育症治療費用助成」

に上乗せし、１回当たり 10万円・通算 150万円を

限度に助成します。

予防接種はお済みですか？
　寒さが厳しくなり感染症が心配な季節となりま

したが、対象の予防接種はお済みでしょうか？予

防接種を受けることで感染症にかかりにくくなっ

たり、重症化を防ぐことができます。

　３月末で助成期限が切れるものもあります。対

象の方にはすでに予診票をお渡ししていますの

で、ご確認ください。

○麻しん・風しん

【第１期】１歳以上２歳未満に１回

【第２期】小学校入学前の１年間に１回

※第２期は助成期限が令和４年３月 31 日まで

○高齢者肺炎球菌

【助成対象者】

①年度内に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、

95 歳、100 歳になる方

② 60 ～ 64 歳で心臓や腎臓、呼吸器などに重い病

気のある方（主治医とご相談ください）

【助成回数】生涯１回

【助成期限】令和４年３月 31 日まで

　予診票を紛失された場合は再発行が可能です。

　手続きに必要な書類・申請方法などの詳細につ

いては、下記までお問い合わせください。

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２
月

14日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

16日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 町民センター

19日（土）
受付 8：30 婦人科検診

（乳がん、子宮頸がん検診）
東町生活館

～ 15：00

22日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

３
月

６日（日） 13：00～15：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～出産編～
レ・コード館

９日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

11日（金） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～育児編～
東町生活館

14日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

22日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆武田　ハル （古布３袋）

☆藤澤　正広 （古布１箱）

☆村上　久美子 （古布１袋）

☆安田　とし （タオル１箱）

☆本田　恵 （タオル１袋・古布１袋）

☆匿　名 （カット布１袋）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布10袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて

☆鷹觜　信一 （30,000円）

☆廣瀨　敦子 （30,000円）

☆清水　恵美子 （20,000円）

☆佐藤　勝子 （100,000円）

☆永浦　秋雄 （30,000円）

☆葛野　繁明 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆渡辺　恵美子 （古布１袋）

☆柳谷　正 （古布１箱）

☆中地　広大 （古布２袋）

☆大槻　悦子 （古布２箱）

☆匿　名 （古布１袋）

☆匿　名 （古布２袋）

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

★チャイルドランド★
・期　日　①２月 24 日（木）10 時～ 11 時 30 分

　　　　 ②３月 ３日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内　容　①『ひなまつり制作』

　　　　　②『手形粘土』

・申し込み期間

　　　　 ①２月 22 日（火）まで

　　　　　②３月 １日（火）まで

・定　員　① 10 組（０歳～就学前）

　　　　　②５組程度（０歳～就学前）

　　　　　※２グループに分けて実施（①・②）

★おしゃべりルーム★
・期　日　　３月 17 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内　容　　『子育てコーチング』

・申し込み期間

　　　　　　３月 15 日（火）まで

・定　員　　５組程度（０歳～就学前）

★子育てサークルぴぐれっと★
・期　日　３月 10 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内　容　『フォトフレーム作り』

　※申し込みの必要はありません

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止
する場合があります。

●問い合わせ先
　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

野外焼却（野焼き）禁止
　家庭用の焼却炉、ドラム缶、土管などでのごみ

の焼却は、「廃棄物の処理および清掃に関する法

律」で原則禁止されています。

　違反者は５年以下の懲役もしくは１千万円以下

の罰金又は両方が科せられます。さらに法人は両

罪規定（違反した従業員とともに法人も罰する規

定）で１億円以下の罰金が科せられますので絶対

やめましょう。

　例外として、農家の火入れ (枯草焼き、稲わら

焼き ) などは認められていますので、役場産業課

へ事前に申請してください。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112

　新冠郷土文化研究会は、新冠開町 140周年・町

制施行 60周年を記念し、昔の新冠の様子を写真

から知ってもらおうと、写真集を発刊しました。

　市街地や地域の様子、昔の

子どもや思い出の行事など、約

200の写真を収録し、それぞれ

に詳しい解説を載せています。

昔を知る年配者には懐かしく

感じられ、若い人には昔の生活

を知る新たな発見があるかも

しれません。写真集は、郷土資

料館で販売しています。

【規　格】　Ａ４版　93ページ　本文白黒印刷

【販　売】　１冊500円　新冠町郷土資料館で販売

※レ・コード館で「写真が語る思い出の新冠展」

開催中（１月 26日～２月 25日）は、こちらでも

買うことができます。

【内　容】明治～昭和の新冠に関する写真を収録

①なつかしの市街地　②地域の昔　

③思い出の行事　　　④私たちの学び舎　

⑤忘れられぬ出来事　⑥日高本線の情景　

⑦新冠小年表

●問い合わせ先

　郷土資料館　☎ 0146・47・2694

『写真が語る思い出の新冠』を郷土資料館で販売しています

新冠温泉レ・コードの湯及び
ホテルヒルズ休業のお知らせ

　新冠温泉レ・コードの湯・ホテルヒルズは、か

ねてより老朽していた温泉施設・機械設備の改修

工事を実施するため、２月１日から３月 31 日の

２カ月間、全館休業します。

●問い合わせ先：企画課商工労働観光グループ

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2498
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○
家
畜･

家
き
ん
を

飼
養
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

飼
養
衛
生
管
理
基
準
は
、
家
畜
を

健
康
に
飼
養
す
る
た
め
の
共
通
ル
ー

ル
で
す
。
詳
細
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

○
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

　

家
畜
の
伝
染
病
予
防
の
た
め
、
農

場
の
敷
地
内
に
無
断
で
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

畜
舎
な
ど
の
施
設
に
入
る
場
合

は
、
消
毒
な
ど
農
場
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
畜
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
場
合

は
、「
定
期
報
告
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

○
重
要
ポ
イ
ン
ト

①
飼
育
場
所
や
畜
舎
に
出
入
り
す
る

人･

車･

資
材
な
ど
を
介
し
た
病
原

体
の
侵
入
防
止
対
策
を
徹
底

②
飼
育
場
所
や
畜
舎
の
野
生
動
物
侵

入
防
止
対
策
を
徹
底

③
家
畜
の
異
状
（
特
定
症
状
）
の 

早
期
発
見
、
早
期
通
報

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
日
高
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
３
３
３

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
会
場

の
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
会
場
へ

の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」（
会

場
で
当
日
配
布
も
し
く
は
国
税
庁
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発

行
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

配
布
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご

来
場
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や

手
指
の
消
毒
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
水
）
～
３
月
15
日（
火
）

○
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
（
平
日
）

○
確
定
申
告
会
場

　

浦
河
税
務
署

　

浦
河
郡
浦
河
町
大
通
５
丁
目
86
番
４

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

14
日
（
月
）・
16
日
（
水
）

　
　
　

21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）

３
月-

２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）

　
　
　

９
日
（
水
）・
14
日
（
月
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

すべての相談の
相談料が

無料で
す

日高中部通年雇用促進協議会
新ひだか町まちづくり推進課内・新冠町企画課内
お問い合わせ
☎ ０１４６－４９－０２９３（直通）

求人情報、会社紹介
通年雇用の求人に
仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も載せて、
会社をアピールしませんか？

✓掲載無料
✓作成のお手伝いもいたします！

家
畜
を
病
気
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間

自衛官募集ホームページ

札幌地本イメージキャラクター モコちゃん

文藝にいかっぷ発刊のお知らせ
　新冠町の総合文芸誌「文藝にいかっぷ第 39号」

が発刊されました。

　興味のある方は、ぜひ、ご一読ください。なお、「文

藝にいかっぷ」はレ・コード館図書プラザと豊巻商

店で購入することができます。（1冊 700円）

●お問い合わせ先：大下　謙二　☎ 0146・47・3052

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

私の将来の夢は、マ

ンガ家です。理由は

絵をかくことが好

きで、マンガやアニ

メもおもしろくて

好きだからです。

森永　楓

僕の将来の夢は、

スポーツ関係の仕

事につく事です。

理由は、体を動か

す事が好きだから

です。

美馬　宏哉

僕の将来の夢は、

獣医です。理由は、

動物が好きなので

助けたいからです。

三上　蓮

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011
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教育委員会からのお知らせ
　

１
月
９
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー

ル
で
、
令
和
４
年
新
冠
町
成
人
式
が
挙

行
さ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
44
名
が
感
謝
と
希

望
を
胸
に
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
、
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、

式
典
へ
の
入
場
制
限
や
成
人
の
集
い
（
懇

親
会
）
を
中
止
す
る
な
ど
、
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鳴
海
町
長
の
式
辞
、
荒

木
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成
人
を
代

表
し
て
米
田
健
斗
さ
ん
と
寺
西
絢
音
さ

ん
が
町
民
憲
章
の
朗
唱
と
成
人
の
誓
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
友
人
た
ち
と
笑
顔
で
近
況
を

語
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
る

な
ど
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な
り

ま
し
た
。

　当日の成人式の様子はこちらの

QR コードからご覧いただけます。

　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般に

わたる絵画の募集を行ったもので、今回は、認定こ

ども園から 33点、新冠小学校から 116 点、朝日小

学校から 18点の合計 167点の応募がありました。

農水新冠賞受賞者

年長児の部

　最優秀賞　番園　　叶さん（ド・レ・ミ）

　優秀賞　　渕瀨　心春さん（ド・レ・ミ）

　　　　　　盛川　　朔さん（ド・レ・ミ）

小学校低学年の部

　最優秀賞　松田　　光さん（新冠小１年）

　優秀賞　　荒川　　壮さん（新冠小１年）

　　　　　　長田　　紡さん（朝日小１年）

小学校中学年の部

　最優秀賞　樋渡ののかさん（新冠小３年）

　優秀賞　　白川　太惺さん（新冠小３年）

　　　　　　藤原　直純さん（朝日小３年）

小学校高学年の部

　最優秀賞　有留　輝良さん（朝日小５年）

　優秀賞　　西山　晴陽さん（新冠小５年）

　　　　　　山本　春輝さん（新冠小５年）

　表彰式は、３

学期初日に各学

校で行われまし

た。受賞者の皆

さんおめでとう

ございます。

　森みつ少年少女文芸賞は、

北海道賛歌の作詞など女性詩

人として活躍した、故森みつ

さんの業績を讃え、町の子ど

もたちの文芸振興を図ろうと

創設された賞で、今回は、新

冠小学校から 75 点、朝日小

学校から 33 点、新冠中学校

から 10 点の合計 118 点の応

募がありました。

森みつ少年少女文芸賞

小学校低学年の部
　詩　　小野寺里菜さん（朝日小２年）

　作文　西山　凜咲さん（新冠小１年）

小学校中学年の部
　詩　　駒澤あかりさん（新冠小４年）

　作文　新井田彩羽さん（新冠小３年）

小学校高学年の部
　詩　　有留　輝良さん（朝日小５年）

　作文　千葉かのんさん（新冠小６年）

中学校の部
　作文　澁谷　菜帆さん（新冠中２年）

奨励賞

小学校中学年の部
　詩　　野本　彩水さん（新冠小４年）

中学校の部
　作文　武田　京子さん（新冠中１年）

　作文　出口　那美さん（新冠中１年）

第15回農水新冠賞絵画コンクール・第39回森みつ少年少女文芸賞

　令和４年度新冠町奨学生を次により募集します。

〇応募資格

・町民またはその子弟であること。

・対象校は高等学校、高等専門学校、大学、短期

大学、専修学校、各種学校。

・経済的理由により修学困難な世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が平均水準以上で性行が善良であること。

・連帯保証人が２名必要。

〇連帯保証人の条件（次の要件をすべて満たすこと）

・同居の親族及び同居人以外の稼働者。

・奨学生卒業時 65歳未満の者。

・税金などの滞納が無い者。

〇貸付額（無利子）

・高等学校、高等専門学校は月額５万円

・大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円

〇返還方法など

　貸付終了月から起算して６カ月を経過した後に

教育委員会の定める方法により、返還すること。

　卒業後、町内に就職、又は家業に従事するなど、

町民として、次に掲げる期間を超えて在住した場

合は奨学金の償還金の残りを免除する。

・貸付期間５年以下の者　　　　３年

・貸付期間５年１カ月以上の者　５年

〇応募期間　令和４年３月１日（火）～31日（木）

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの

必要書類を提出してください。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547

令和４年度新冠町奨学生の募集について
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
企
画
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
２
月
10
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
２
月
号
（
通
巻
663
号
）

人の

うごき

人　口 5,233人 （前月比 －	16 人）

　男 2,562人 （前月比	 －	 9 人）

　女 2,671人 （前月比	 －	 7 人）

世 帯 2,740世帯 （前月比 －	13世帯）
（令和４年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 32件 （ 24件）

322件 （289件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

２人（０人）

８人（３人）

死　者

０人（０人）

１人（０人）

火災件数

１件（０件）

５件（３件）

発生件数

１件（０件）

８件（３件）

区　分

４年１月

３年１～12月

区　分

４年１月

３年１～12月

住宅用火災警報器を設置しましょう
　　 ～火災から大切な家族の命を守るため

　　 ～自分自身の命を守るため

　　 ～地域の安心・安全を守るため　　　　消防署新冠支署

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに
小林　拓磨 ♡ 大沼　友香 中央町

橋本　雄太 ♡ 長島　志帆 東泊津

●お誕生おめでとうございます

小 笠 原 伊
い お り

織 （啓太 聡子 ) 東　町

船 戸 　 彩
あ や な

那 （恵太 菜穂 ) 若　園

●おくやみ申し上げます
小松　章悦 　８３歳 本　町
澤谷　　健 　６４歳 本　町
羽賀　京子 　８５歳 中央町
神山　世伊子 　８５歳 中央町
和田　和子 　８４歳 中央町
泉野　　拓 　８７歳 北星町
佐藤　スゞ子 　９０歳 東　町
山田　則夫 　８６歳 東　町
貝澤　輝彦 　５６歳 東　町
永浦　リツ 　９１歳 東　町
白濱　鶴子 　９７歳 大狩部
山岡　香織 　６２歳 西泊津
坂元　　勇 　９０歳 大　富
小田桐　弘 　７９歳 節婦町
葛野　エイ子 　８６歳 共　栄
野際　京子 　９４歳 共　栄

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

　

第
四
十
二
話
　

　
「
新
冠
の
岩
陰
遺
跡

～
大
昔
か
ら
使
わ
れ
た
岩
の
陰
」

（
要
約
文
）

　

新
冠
に
は
、
巨
大
な
岩
石
の
陰
を
利
用
し
て
生

活
を
し
て
い
た
跡
が
あ
り
ま
す
。
場
所
は
新
冠
町

岩
清
水
地
区
、
新
冠
川
水
系
を
利
用
し
た
水
力
発

電
ダ
ム
が
あ
る
場
所
で
す
。
岩
清
水
ダ
ム
に
接
す

る
よ
う
に
、
高
さ
約
十
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
巨
大

な
岩
石
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
昔
の
人
は
ど
う

や
ら
こ
の
岩
と
地
面
の
陰
に
な
っ
た
部
分
を
出
入

り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

以
前
、
新
冠
奥
地
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
詳
し
い
方

か
ら
こ
の
岩
陰
の
話
を
う
か
が
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
大
正
時
代
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
岩
陰
を
利
用

し
、
数
日
間
寝
泊
り
を
し
て
ク
マ
猟
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
話
を
聞
い
た
後
、
実
際

に
現
地
に
行
っ
て
周
り
を
見
渡
す
と
、
動
物
の
骨

や
土
器
の
か
け
ら
、
黒
曜
石
製
の
石
器
が
岩
陰
付

近
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
後
に
改
め
て
詳
し

い
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
先
史
時
代
の

遺
物
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
骨
は
人

間
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
粉
々
に
な
っ
た
も
の
や
、

骨
角
器
と
い
う
人
間
が
道
具
に
す
る
た
め
に
加
工

し
た
も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
べ
で
、

こ
れ
ら
の
骨
は
シ
カ
の
角
や
ク
マ
の
四
肢
骨
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
土
器
片
に

つ
い
て
は
、
続
縄
文
時
代
の
後
期
頃
（
約
三
世
紀

か
ら
六
世
紀
頃
の
時
代
）
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
文
化
期
よ
り

さ
ら
に
前
の
時
代
か
ら
こ
の
岩
陰
に
人
間
が
出
入

り
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
ク
マ
送
り
の
儀
式
も
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
お
話
は
聞
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
だ
し
、
千
歳
市
に
あ
る
岩
陰
遺
跡
で

は
、
儀
式
・
信
仰
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
冠
の
こ
の
遺
跡

に
お
い
て
も
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
高
管
内
に
お
い
て
、
岩
石
を
利
用
し
た
遺
跡

の
類
で
こ
れ
だ
け
保
存
状
態
が
良
い
も
の
は
珍
し

く
、
考
古
学
の
視
点
か
ら
も
大
変
貴
重
な
存
在
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
詳
し
い
分
析
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
続
縄
文
時
代
か
ら
大
正
時
代
と
い
う

一
千
年
以
上
も
の
時
を
超
え
て
使
わ
れ
て
い
た
岩

陰
…
。
昔
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
ど
ん
な

思
い
で
こ
の
岩
を
利
用
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

岩清水ダムのすぐそばにある巨大

な岩石。丸の部分が岩陰となり、

アイヌ民族がここに寝泊まりしな

がらクマ猟を行っていた。

今月の一冊

同志少女よ、敵を撃て
逢坂　冬馬著／早川書房

　独ソ戦が激化する１９４２

年、母をドイツ軍に惨殺され、

赤軍の女性兵士に救われた少

女セラフィマは、復讐のため、

訓練学校で一流の狙撃兵にな

ることを決意する。訓練を重

ねた彼女は、やがてスターリ

ングラードの前線へ…。

新着ガイド
暮らしを哲学する  氏家 法雄

私の親鸞 五木 寛之

知られざる古墳ライフ 譽田 亜紀子

学校ってなんだ! 工藤 勇一

それでも選挙に行く理由 アダム・プシェヴォスキ

男も育休って、あり? 羽田 共一

認知症世界の歩き方 筧 裕介

海をわたった母子手帳 中村 安秀

色づかいの編み小物 野口 智子

野菜がおいしい減塩おかず みない きぬこ

大人の鉄道模型入門 松本 典久

日本語文章チェック事典 石黒 圭

監禁 秋吉 理香子

川のほとりで羽化するぼくら 彩瀬 まる

神曲 川村 元気

地中の星 門井 慶喜

怖ガラセ屋サン  澤村 伊智

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：30～ 11：00 おうるの郷

２月 16 日

17 日

25 日

３月３日

４日

11 日

16 日

17 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
２月 23日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

２月 26日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中

止となる場合があります。中止となった場合は、

図書プラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消

毒や検温などの感染予防対策にご

協力ください。

☆蔵書点検による休館のお知らせ

　図書プラザでは、約９万３千点ある所蔵資料と

データを照合する『蔵書点検』を毎年３月に実施し

ており、この期間中は終日休館します。

　休館中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

●休館する期間：３月７日（月）～３月 14日（月）

※本や雑誌は、レ・コード館正面入口の返却ポスト

で返却できます。

※ DVD・CD などの壊れやすい資料は、開館してから

カウンターへ直接返却をお願いします。
図書プラザＨＰ

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。
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祝
成
人
　
令
和
４
年
新
冠
町
成
人
式

新
成
人
の
皆
様
の
限
り
な
い
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

令
和
４
年

1
月
９
日
　
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル


